
業務棚卸評価シート（平成２３年度版） 1/6

実施計画

第５次実施計画

事業の指標の名称 目標値

299,564 299,564 活動指標の名称 目標値 723,638 723,638

1 総

市道０２１７号
線（旧遠藤茅ヶ
崎線）歩道設置
事業

歩道を設置し歩行者や自
転車等の安全確保を図
る。

道路利
用者

政
策

市道０２１７
号線（旧遠藤
茅ヶ崎線）歩
道整備事業

15,642
工事が繰越となった
が、今後成果が見込
める。

Ｂ 38,889

1

市道０２１７号
線（旧遠藤茅ヶ
崎線）歩道設置
事業

歩道整備工事 歩道整備工事 L=130m L=0m 11,250

1

市道０２１７号
線（旧遠藤茅ヶ
崎線）歩道設置
事業

歩道整備工事 歩道整備工事 L=130m 21,375

1

市道０２１７号
線（旧遠藤茅ヶ
崎線）歩道設置
事業

物件調査算定委託 調査件数 ９件 ９件 4,392

1

市道０２１７号
線（旧遠藤茅ヶ
崎線）歩道設置
事業

用地買収 用地買収面積 57.19㎡ 12,775

1

市道０２１７号
線（旧遠藤茅ヶ
崎線）歩道設置
事業

物件補償 件数 3件 4,739

2 総
市道０１０９号
線（鶴嶺通り）
歩道設置事業

狭隘な歩道の拡幅整備を
行い、歩行者や自転車等
の安全確保を図る。

道路利
用者

政
策

矢畑萩園線歩
道設置事業

7,470
東日本大震災により
繰越となったが、軽
微な遅延であった。

Ｂ 設計業務 完了 20,405

業
務
計
画

未 高 高 高
現状維

持
なし 維持

2
市道０１０９号
線（鶴嶺通り）
歩道設置事業

物件補償 件数 電柱３本
電柱３本
（東電負
担）

0

業
務
計
画

2
市道０１０９号
線（鶴嶺通り）
歩道設置事業

歩道整備工事 歩道整備工事 L=130m
L=118.8
m

7,470

業
務
計
画

2
市道０１０９号
線（鶴嶺通り）
歩道設置事業

歩道整備工事 歩道整備工事 L=130m 15,405

業
務
計
画

不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

2
市道０１０９号
線（鶴嶺通り）
歩道設置事業

0 道路詳細設計委託
道路詳細設計
委託

L=470m 5,000

業
務
計
画

不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

3 総

市道０１１０号
線（大岡越前通
り）歩道設置事
業

歩道を設置し、歩行者や
自転車等の安全確保を図
る。

道路利
用者

政
策

市道０１１０
号号線等歩道
設置事業

13,909
用地補償が繰越と
なったが、今後成果
が見込める。

Ｃ 用地買収
整備工事

64㎡
20m

68,114 未 高 高 高
現状維

持
有り 維持

3

市道０１１０号
線（大岡越前通
り）歩道設置事
業

用地買収 用地買収面積
602.62
㎡

1.24㎡ 107 用地買収 用地買収面積 63.81㎡ 5,695
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

3

市道０１１０号
線（大岡越前通
り）歩道設置事
業

用地買収 用地買収面積
615.91
㎡

27,733
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

3

市道０１１０号
線（大岡越前通
り）歩道設置事
業

歩道整備 歩道設置延長 L=45m L=58m 8,458 歩道整備 歩道設置延長 L=40m 8,697
不
可

必
要

可
不
可

無 有り 24

工事は既に請負だ
が、設計・施工管理
も都市技術センター
へ委託が可能。

維持

3

市道０１１０号
線（大岡越前通
り）歩道設置事
業

物件補償 物件補償 完了
3件のう
ち
1件完了

5,344 物件補償 件数
1件
電柱4本

14,905
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

3

市道０１１０号
線（大岡越前通
り）歩道設置事
業

物件補償 件数 2件 11,084
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

実績

実施計画
事業名

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

活動ごとの
決算額

活動量・サービス量の達成状況

目標値

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

道路建設課

活動

活動 改善の内容

改善
時期
（年
度）

活動

実績値活動指標の名称

活動ごとの
予算額活動

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

基礎情報

道路建設課

施策目標 交通を円滑に処理する道路網を整備する

事務事業の
目的・成果 手法の

変更の
有無

①
目
的
達
成

事業の
方向性

事業の改善提案必要性

③
成
果

④
市
民
協
働

⑤
そ
の
他

今後の事業展開
事後評価

平成２２年度評価
平成２３年度計画

予算内訳（千円）

業務
計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

22年度
の取組
に対す
る分析

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー

ズ

決算内訳（千円）

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用
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実施計画

第５次実施計画

事業の指標の名称 目標値

299,564 299,564 活動指標の名称 目標値 723,638 723,638

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

実績

実施計画
事業名

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

活動ごとの
決算額

活動量・サービス量の達成状況

目標値

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

道路建設課

活動

活動 改善の内容

改善
時期
（年
度）

活動

実績値活動指標の名称

活動ごとの
予算額活動

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

基礎情報

道路建設課

施策目標 交通を円滑に処理する道路網を整備する

事務事業の
目的・成果 手法の

変更の
有無

①
目
的
達
成

事業の
方向性

事業の改善提案必要性

③
成
果

④
市
民
協
働

⑤
そ
の
他

今後の事業展開
事後評価

平成２２年度評価
平成２３年度計画

予算内訳（千円）

業務
計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

22年度
の取組
に対す
る分析

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー

ズ

決算内訳（千円）

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用

4 総
道路事業用地維
持管理業務

道路事業用地買収に伴う
測量等業務及び買収済み
用地工事着手までの維持
管理を行う。

道路利
用者・
用地買
収対象
地権者

定
例
定
型

2,667
適切に実施し、成果
が出ている。 Ａ 対象路線 １３路線 3,016 未 高 高 高

現状維
持

なし 維持

4
道路事業用地維
持管理業務

道路事業用地維持管
理

対象路線 １３路線 １３路線 2,667 高田萩園線など 対象路線 １３路線 3,016
不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

5 総
市道６３４２号
線等道路改良事
業

道路を整備し、都市機能
の充実を図り安全で円滑
な交通を確保する。

道路利
用者

政
策

市道０１１０
号線・６３４
２号線等道路
改良事業

26,375
用地買収が繰越と
なったが、成果は今
後見込める。

Ｂ 事業の進捗状
況

201m 47,968 未 高 高 高
現状維

持
有り 維持

5
市道６３４２号
線等道路改良事
業

0 用地買収 用地買収面積
A=90.9
4㎡

4,184
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

5
市道６３４２号
線等道路改良事
業

用地買収 用地買収面積
A=70.9
1㎡

2,840
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

5
市道６３４２号
線等道路改良事
業

道路改良工事
道路改良工事
完成延長・幅
員

L=110m
W=7.2m

L=104m
W=7.2m

12,716 道路改良工事
道路改良工事
完成延長・幅
員

L=80m
W=7.2m

11,495
不
可

必
要

可
不
可

無 有り 24

工事は既に請負だ
が、設計・施工管理
も都市技術センター
へ委託が可能。

維持

5
市道６３４２号
線等道路改良事
業

0 物件補償 件数 1件 4,200
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

5
市道６４４２号
線道路改良事業

0 道路改良工事
道路改良工事
完成延長・幅
員

L=65m
W=4.2～
5.2m

11,459
不
可

必
要

可
不
可

無 有り 24

工事は既に請負だ
が、設計・施工管理
も都市技術センター
へ委託が可能。

維持

5
市道６４４２号
線道路改良事業

物件補償 件数 2件 2件 7,882

5
市道６４４２号
線道路改良事業

0 物件補償 件数 電柱3本 1,050
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

5
市道６４４２号
線道路改良事業

市道６４４２号線道
路改良事業

地元説明ほか １回 １回 0

5
堤坂下交差点改
良事業

物件補償 件数 2件 2件 3,209

5
堤坂下交差点改
良事業

用地買収 用地買収面積
A=24.1
3㎡

A=0㎡ 0

5
堤坂下交差点改
良事業

道路改良工事
道路改良工事
完成延長・幅
員

L=28m
W=2.5m

L=24m
W=2.5m

2,568 道路改良工事
道路改良工事
完成延長・幅
員

L=56m
W=2.5m

12,740
不
可

必
要

可
不
可

無 有り 24

工事は既に請負だ
が、設計・施工管理
も都市技術センター
へ委託が可能。

維持

6 総
行谷芹沢線道路
改良事業

道路を整備し、都市機能
の充実を図り安全で円滑
な交通を確保する。

道路利
用者

行谷芹沢線道
路改良事業

14,668
用地買収が繰越と
なったが、成果は今
後見込める。

Ｂ 2,569 未 高 高 高 なし
予算
なし

6
行谷芹沢線道路
改良事業

用地買収
用地買収面積 A=106.

13㎡
A=106.
13㎡

4,513

6
行谷芹沢線道路
改良事業

用地買収
用地買収面積 A=227.

81㎡
A=227.
81㎡

9,692
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実施計画

第５次実施計画

事業の指標の名称 目標値

299,564 299,564 活動指標の名称 目標値 723,638 723,638

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

実績

実施計画
事業名

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

活動ごとの
決算額

活動量・サービス量の達成状況

目標値

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

道路建設課

活動

活動 改善の内容

改善
時期
（年
度）

活動

実績値活動指標の名称

活動ごとの
予算額活動

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

基礎情報

道路建設課

施策目標 交通を円滑に処理する道路網を整備する

事務事業の
目的・成果 手法の

変更の
有無

①
目
的
達
成

事業の
方向性

事業の改善提案必要性

③
成
果

④
市
民
協
働

⑤
そ
の
他

今後の事業展開
事後評価

平成２２年度評価
平成２３年度計画

予算内訳（千円）

業務
計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

22年度
の取組
に対す
る分析

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー

ズ

決算内訳（千円）

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用

6
行谷芹沢線道路
改良事業

用地買収
用地買収面積 A=60.3

8㎡
2,569

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

6
行谷芹沢線道路
改良事業

待避所整備工事
完成延長・幅
員

L=38m
W=2.0m

L=14m
W=2.0m

463

701 総
下寺尾芹沢線道
路改良事業

道路を整備し、都市機能
の充実を図り安全で円滑
な交通を確保する。

道路利
用者

政
策

下寺尾芹沢線
道路改良事業

2,604
適切に実施し、成果
が出ている。 Ａ

701
下寺尾芹沢線道
路改良事業

用地測量委託 用地測量面積
A=16,2
00㎡

A=9,70
0㎡

2,604

7 総
北部地域道路整
備事業

橋りょうを整備し、都市
機能の充実を図り安全で
円滑な交通を確保する。

道路利
用者

政
策

北部地域道路
整備事業

0 主管課より依頼なし 工事延長 93m 28,350

業
務
計
画

未 高 高 高
現状維

持
有り 維持

7
北部地域道路整
備事業

ボーリング調査
擁壁設計委託（市道
8031号線)

１件 3,000
不
可

必
要

済
不
可

なし 維持

7
北部地域道路整
備事業

道路改良工事
（市道8571号線）

道路改良工事
完成延長・幅
員

L=93m
W=7.5m

25,350
不
可

必
要

可
不
可

無 有り 24

工事は既に請負だ
が、設計・施工管理
も都市技術センター
へ委託が可能。

維持

8 総
寺尾橋橋りょう
整備事業

橋りょうを整備し、都市
機能の充実を図り安全で
円滑な交通を確保する。

道路利
用者

政
策

寺尾橋橋りょ
う整備事業

0
適切に実施し、成果
が出ている。 Ａ 下部工 2基 170,949

業
務
計
画

未 高 高 高
現状維

持
なし 維持

8
寺尾橋橋りょう
整備事業

0 積算・施工管理委託
積算・施工管
理委託

1件 10,799

業
務
計
画

不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

8
寺尾橋橋りょう
整備事業

河川管理者協議
河川工事等の
施行承認申請
書

1件 1件 0 河川管理者協議
河川工事等の
施行承認申請
書

1件

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

8
寺尾橋橋りょう
整備事業

神奈川県、寒川町と
協議

協定書締結 1協議 1協議 0
神奈川県、寒川町と
協議

協定書締結 1協議

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

8
寺尾橋橋りょう
整備事業

0
上部工製作・架設工
事

上部工製作・
架設工事

L=44m
W=13～
16.5m

102,513

業
務
計
画

不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

8
寺尾橋橋りょう
整備事業

0 橋台築造工事 橋台築造工事 2基 45,150

業
務
計
画

不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

8
寺尾橋橋りょう
整備事業

0
寒川町公共下水道切
廻し工事
（負担金）

寒川町公共下
水道切廻し工
事

1式 12,487

業
務
計
画

不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

9 総
街路事業用地維
持管理業務

街路事業用地買収に伴う
測量等業務及び買収済み
用地工事着手までの維持
管理を行う。

道路利
用者

定
例
定
型

5,374
適切に実施し、成果
が出ている。 Ａ 対象路線 3路線 6,011 未 高 高 高

現状維
持

なし 維持

9
街路事業用地維
持管理業務

街路買収用地維持管
理

対象路線 ２路線 ２路線 5,315
街路買収用地維持管
理

対象路線 3路線 5,911
不
可

必
要

済
不
可

無 なし 維持

9
街路事業用地維
持管理業務

街路整備促進協議会
との連絡調整

連絡調整会議
出席

２回 ２回 59

街路整備促進協議会
との連絡調整・研修
会参加（協議会・研
修負担金）

連絡調整会議
出席・研修会
参加

2回
1回

100
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持
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実施計画

第５次実施計画

事業の指標の名称 目標値

299,564 299,564 活動指標の名称 目標値 723,638 723,638

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

実績

実施計画
事業名

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

活動ごとの
決算額

活動量・サービス量の達成状況

目標値

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

道路建設課

活動

活動 改善の内容

改善
時期
（年
度）

活動

実績値活動指標の名称

活動ごとの
予算額活動

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

基礎情報

道路建設課

施策目標 交通を円滑に処理する道路網を整備する

事務事業の
目的・成果 手法の

変更の
有無

①
目
的
達
成

事業の
方向性

事業の改善提案必要性

③
成
果

④
市
民
協
働

⑤
そ
の
他

今後の事業展開
事後評価

平成２２年度評価
平成２３年度計画

予算内訳（千円）

業務
計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

22年度
の取組
に対す
る分析

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー

ズ

決算内訳（千円）

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用

10 総
新国道線街路事
業

道路を整備し、都市機能
の充実を図り安全で円滑
な交通を確保する。

道路利
用者

政
策

新国道線街路
整備事業

56,739
工事が繰越となった
が、今後成果が見込
める。

Ｂ 工事延長 405m 76,513

業
務
計
画

未 高 高 高
現状維

持
有り 維持

10
新国道線街路事
業

0 用地買収 用地買収面積
A=36.1
8㎡

9,214

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

10
新国道線街路事
業

補償補填 件数 5件 5件 47,267

業
務
計
画

10
新国道線街路事
業

歩道設置工事
完成延長・幅
員

L=300m
（片側）
W=4m

L=0m 9,472
歩道設置及び交差点
改良工事

完成延長
L=405m
W=4～
20m

48,286

業
務
計
画

不
可

必
要

可
不
可

無 有り

26
以
降

工事は既に請負だ
が、設計・施工管理
も都市技術センター
へ委託が可能。

維持

10
新国道線街路事
業

歩道設置工事
完成延長・幅
員

L=300m
（片側）
W=4m

19,013

業
務
計
画

不
可

必
要

可
不
可

無 有り

26
以
降

工事は既に請負だ
が、設計・施工管理
も都市技術センター
へ委託が可能。

維持

11 総
東海岸寒川線街
路事業

道路を整備し、都市機能
の充実を図り安全で円滑
な交通を確保する。

道路利
用者

政
策

東海岸寒川線
（高田地区）
街路整備事業

22,525
適切に実施し、成果
が出ている。 Ａ 整備工事 590m 179,000

業
務
計
画

未 高 高 高
現状維

持
有り 維持

11
東海岸寒川線街
路事業

道路整備工事
道路整地工事
延長・幅員

L=86m
W=16m

L=86m
W=16m

3,288 道路改良工事
道路改良工事
完成延長・幅
員

L=590m
W=16m

179,000

業
務
計
画

不
可

必
要

可
不
可

無 有り

26
以
降

工事は既に請負だ
が、設計・施工管理
も都市技術センター
へ委託が可能。

維持

11
東海岸寒川線街
路事業

用地買収 用地買収面積
A=56.9
4㎡

A=56.9
4㎡

9,908

業
務
計
画

11
東海岸寒川線街
路事業

設計委託
道路詳細修正
設計委託

L=0.34k
m

L=0.34k
m

2,520

業
務
計
画

11
東海岸寒川線街
路事業

用地買収 用地買収面積
A=61.5
4㎡

A=61.6
㎡

6,809

業
務
計
画

702 総
赤羽根甘沼線道
路改良事業

道路を整備し、都市機能
の充実を図り安全で円滑
な交通を確保する。

道路利
用者

政
策

赤羽根甘沼線
道路改良事業

1,488
適切に実施し、成果
が出ている。 Ａ

702
赤羽根甘沼線道
路改良事業

家屋調査委託 調査棟数 7棟 7棟 1,488

12 総
香川甘沼線道路
改良事業

道路を整備し、都市機能
の充実を図り安全で円滑
な交通を確保する。

道路利
用者

政
策

香川甘沼線道
路改良事業

118,363
用地補償が繰越と
なったが、今後成果
が見込める。

Ｂ 用地買収面積 92％ 81,854

業
務
計
画

未 高 高 高
現状維

持
なし 維持

12
香川甘沼線道路
改良事業

物件補償 件数 1件 1件 38,956

業
務
計
画

12
香川甘沼線道路
改良事業

物件補償 件数 ５件 ５件 36,664 物件補償 件数 6件 20,050

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

12
香川甘沼線道路
改良事業

物件補償 件数 6件 11,243

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

12
香川甘沼線道路
改良事業

用地買収 用地買収面積
A=210.
25㎡

A=186.
95㎡

39,155 用地買収 用地買収面積
A=191.
37㎡

40,865

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持
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実施計画

第５次実施計画

事業の指標の名称 目標値

299,564 299,564 活動指標の名称 目標値 723,638 723,638

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

実績

実施計画
事業名

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

活動ごとの
決算額

活動量・サービス量の達成状況

目標値

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

道路建設課

活動

活動 改善の内容

改善
時期
（年
度）

活動

実績値活動指標の名称

活動ごとの
予算額活動

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

基礎情報

道路建設課

施策目標 交通を円滑に処理する道路網を整備する

事務事業の
目的・成果 手法の

変更の
有無

①
目
的
達
成

事業の
方向性

事業の改善提案必要性

③
成
果

④
市
民
協
働

⑤
そ
の
他

今後の事業展開
事後評価

平成２２年度評価
平成２３年度計画

予算内訳（千円）

業務
計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

22年度
の取組
に対す
る分析

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー

ズ

決算内訳（千円）

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用

12
香川甘沼線道路
改良事業

用地買収 用地買収面積
A=137.
83㎡

4,791

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし

12
香川甘沼線道路
改良事業

補償費算定委託
補償費算定委
託

７件 ７件 2,037 補償費算定委託
補償費算定委
託

1件 4,905

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

12
香川甘沼線道路
改良事業

道路整備工事
暫定整備延
長・幅員

L=78m
W=1.5～
5.2m

L=78m
W=1.5～
5.2m

1,551

業
務
計
画

703 総
道路整備プログ
ラム

道路利
用者

政
策

道路整備プロ
グラム策定事
業

11,740
プログラム策定が完
了した。 Ａ

703
道路整備プログ
ラム

今後概ね１０年間の道路
整備計画を策定する。

パブコメ
道路整備プログラム
作成

道路整備プロ
グラム策定

１００％ １００％ 11,740

13 総
国・県補助金交
付申請書等の作
成事務

国・県補助金の採択、要
望、交付、請求までの事
務手続きを行う。

国・県

定
例
定
型

適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ 未 高 高 高
現状維

持
なし

予算
なし

13
国・県補助金交
付申請書等の作
成事務

国・県補助金等の事
務手続き

補助金歳入に
係る指定事務
手続きの期限
内提出率

１００％ １００％
国・県補助金等の事
務手続き

補助金歳入に
係る指定事務
手続きの期限
内提出率

１００％
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

14 総
都市計画法第53
条申請に対する
意見提出事務

道路・街路・開発事業に
よる公共施設と建築行為
との整合を図る。

申請者

定
例
定
型

適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ 未 高 高 高
現状維

持
なし

14
都市計画法第53
条申請に対する
意見提出事務

事業に対する意見提
出業務の期限内調
査、回答提出

期限内提出率 １００％ １００％
事業に対する意見提
出業務の期限内調
査、回答提出

期限内提出率 １００％
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

15 総
開発事業事前協
議の意見提出事
務

道路事業・街路事業と開
発事業との整合を図る。

申請者

定
例
定
型

適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ 未 高 高 高
現状維

持
なし

15
開発事業事前協
議の意見提出事
務

事業に対する意見提
出業務の期限内調
査、回答提出

期限内提出率 １００％ １００％
事業に対する意見提
出業務の期限内調
査、回答提出

期限内提出率 １００％
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

16 総
国・県からの道
路事業費等の調
査事務

道路事業・街路事業に係
る国・県からの調査等に
対応する。

国・県

定
例
定
型

適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ 未 高 高 高
現状維

持
なし

16
国・県からの道
路事業費等の調
査事務

調査等に対する回答
書提出業務の期限内
調査、提出

期限内提出率 １００％ １００％
調査等に対する回答
書提出業務の期限内
調査、提出

期限内提出率 １００％
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

888 総
災害応急対策活
動

本市域に、地震動・津波
等伴諸現象による同時多
発的災害が発生した場合
に、被害を軽減し、応急
対策活動を課として迅速
的確に対処する。

全市民
等

定
例
定
型

未 高 高 高
現状維

持
なし

888
災害応急対策活
動

道路・橋りょう・が
け地等の被害状況調
査（災害等発生時）

市内幹線・生
活道路の緊急
パトロールの
実施

随時 １回
道路・橋りょう・が
け地等の被害状況調
査（災害等発生時）

市内幹線・生
活道路の緊急
パトロールの
実施

随時

888
災害応急対策活
動

風水害等災害事前配
備及び対応

班員の配備 随時

７回
(4/28,9
/8,9/28
,10/30,
12/3,3/
11 3/1

風水害等災害事前配
備及び対応

班員の配備 随時
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実施計画

第５次実施計画

事業の指標の名称 目標値

299,564 299,564 活動指標の名称 目標値 723,638 723,638

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

実績

実施計画
事業名

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

活動ごとの
決算額

活動量・サービス量の達成状況

目標値

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

道路建設課

活動

活動 改善の内容

改善
時期
（年
度）

活動

実績値活動指標の名称

活動ごとの
予算額活動

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

基礎情報

道路建設課

施策目標 交通を円滑に処理する道路網を整備する

事務事業の
目的・成果 手法の

変更の
有無

①
目
的
達
成

事業の
方向性

事業の改善提案必要性

③
成
果

④
市
民
協
働

⑤
そ
の
他

今後の事業展開
事後評価

平成２２年度評価
平成２３年度計画

予算内訳（千円）

業務
計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

22年度
の取組
に対す
る分析

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー

ズ

決算内訳（千円）

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用

888
災害応急対策活
動

部の災害応急対策活
動マニュアルの検証
及び見直し

マニュアルの
検証及び見直
し

４月 ４月
部の災害応急対策活
動マニュアルの検証
及び見直し

マニュアルの
検証及び見直
し

４月

888 総 庁内共通事務
現状維

持
済 なし


